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谷
崎
潤
一
郎
新
資
料
紹
介 

―
―
―

芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
寄
贈
寄
託
書
簡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

本
稿
で
は
、
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
に
寄
贈
寄
託
さ
れ
た
新
資

料
を
紹
介
す
る
。
二
〇
〇
六
年
に
指
定
管
理
者
制
度
と
な
っ
て
か
ら
所

蔵
さ
れ
た
新
資
料
を
紹
介
す
る
図
録
『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
資

料
集
⑷
寄
贈
寄
託
書
簡 

平
成
十
八
年
～
二
十
二
年
』（
二
〇
一
一
年
六

月
）
に
て
、
谷
崎
関
連
書
簡
を
紹
介
し
た
。 

今
回
は
そ
れ
以
降
に
寄
贈
寄
託
さ
れ
た
書
簡
お
よ
び
資
料
を
取
り
上

げ
、
翻
刻
、
解
説
を
行
う
。        

 

 

【
凡
例
】 

 

・
年
代
順
に
配
列
し
、
通
し
番
号
を
付
し
た
。 

 

・
書
簡
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
新
字
体
、
仮
名
遣
い
は
原
文

ど
お
り
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
変
体
仮
名
な
ど
に
つ
い
て
は

通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
、
人
名
に
つ
い
て
は
原
文
ど
お
り

と
し
た
。 

 
 

・
原
文
に
濁
点
の
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。 

・
破
損
、
汚
れ
等
に
よ
る
判
読
不
能
の
箇
所
は
□
と
し
、
抹
消
は
■

と
し
た
。 

・
書
簡
本
文
の
行
間
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
は
〔 

〕
で
括
っ
た
。 

・
書
簡
翻
刻
文
中
の
一
文
を
区
切
る
ス
ペ
ー
ス
と
改
行
は
、
原
文
お

よ
び
文
意
を
勘
案
の
上
翻
刻
者
が
施
し
た
。 

  

 

永 

井 
 

敦 

子 
 

 
 

  

・
日
付
は
書
簡
本
文
に
付
さ
れ
た
日
付
を
基
本
と
し
た
。 

・
郵
便
種
別
に
つ
い
て
は
、（
速
達
）（
書
留
）
等
と
し
て
適
宜
記
し
た
。 

・
解
説
に
お
い
て
参
照
し
た
、
書
簡
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
た
全
集
お
よ

び
書
簡
集
を
、
便
宜
上
、
以
下
の
名
称
で
示
す
。 

 

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』→

旧
全
集 

（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
～
五
十
八
年
五
月
） 

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』→

新
全
集 

（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
二
十
七
年
五
月
～
二
十
九
年
六
月
） 

千
葉
俊
二
編
『
父
よ
り
娘
へ 

谷
崎
潤
一
郎
書
簡
集 

鮎
子
宛
書
簡

二
六
二
通
を
読
む
』（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
三
十
年
十
月
） 

 
 

 
 

 
 

 

→

鮎
子
宛
書
簡
集 

『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
資
料
集
⑶
久
保
家
所
蔵 

 

谷
崎
潤
一
郎 

久
保
義
治
・
一
枝
宛
書
簡
』 

（
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
、
平
成
十
一
年
三
月
） 

→

久
保
宛
書
簡
集 

 

 ・
全
集
の
巻
数
は
丸
数
字
、
書
簡
番
号
は
漢
数
字
で
示
し
た
。 
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１ 

小
倉
敬
二
宛
書
簡 

昭
和
四
年
十
二
月
十
一
日 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
二
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 
大
阪
市
中
之
嶋 

大
阪
朝
日
新
聞
社
整
理
部 

小
倉
敬
二
様 

御
直
披 

（
書
留
） 

 

発
信 

阪
急
沿
線
岡
本 

谷
崎
潤
一
郎 

十
二
月
十
一
日 

 

 

〔
切
手
〕
十
三
銭
一
枚 

〔
消
印
〕
御
影 

4
.1

2
.1

1
 

后2
-4

（
引
受
局
） 

大
阪
中
央 

4
.1

2
.1

1
 

后6
-7

（
配
達
局
） 

〔
備
考
〕
證
達
（
貼
紙
後
半
剥
落
） 

 

拝
啓 

 

先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た 

そ
の
節
申
上
げ
ま
し
た
北
野
氏
の
会
の

勘
定
別
紙
の
如
く
送
つ
て
参
り
ま
し
た
か
ら
御
願
ひ
い
た
し
ま
す
、 

直
接
御
送
り
下
さ
る
な
ら 

 

大
阪
市
南
区
三
ツ
寺
町
三
番
地 

 
 

 
 

 
 

千
福
旅
館 

に
て
届
き
ま
す
、
そ
の
方
が
手
が
省
け
て
結
構
で
す
、
御
送
り
下
す
つ

た
ら
一
寸
私
宅
へ
も
御
し
ら
せ
願
ひ
ま
す 

近
日
予
告
御
送
り
い
た
し
ま
す
、
題
二
つ
三
つ
考
へ
ま
し
た
が
選
定
中 

で
す 

十
二
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
崎
潤
一
郎 

小
倉
敬
二
様 

侍
史 

 

〔
注
〕 

小
倉
敬
二 

大
阪
朝
日
新
聞
社
の
記
者
。 

  

解
説 

 

こ
の
書
簡
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
朝
日
新
聞
社
の
関
係
者
の
ご
遺

族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。 

書
簡
に
あ
る
「
北
野
氏
」
と
は
、
日
本
画
家
の
北
野
恒
富
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
谷
崎
は
、
昭
和
五
年
三
月
か
ら
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
三
月
十

八
日
～
九
月
六
日
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
（
同
～
九
月
五
日
）
に
て
「
乱

菊
物
語
」
を
発
表
、
挿
絵
を
北
野
恒
富
が
担
当
し
た
。
恒
富
と
は
、
の

ち
に
三
度
目
の
妻
と
な
る
根
津
松
子
と
そ
の
夫
根
津
清
太
郎
と
の
つ
な

が
り
で
親
交
を
深
め
た
。
大
衆
小
説
と
自
ら
銘
打
っ
た
「
乱
菊
物
語
」

の
掲
載
に
際
し
、
大
阪
を
代
表
す
る
日
本
画
家
北
野
恒
富
が
挿
絵
を
手

掛
け
た
。
こ
の
書
簡
に
示
さ
れ
る
「
北
野
氏
の
会
」
は
、
そ
う
し
た
事

情
を
含
ん
だ
会
合
で
、
作
品
や
挿
絵
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
際
に
生
じ
た
飲
食
費
等
の
支
払
い
を
、
大
阪
朝
日
新
聞
社

に
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、「
題
二
つ
三
つ
考
へ
ま
し
た
が
選
定
中
」
と
あ
り
、
昭
和
四
年

十
二
月
中
旬
の
段
階
で
、「
乱
菊
物
語
」
の
タ
イ
ト
ル
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
乱
菊
物
語
」
の
構
想
に
つ
い

て
谷
崎
が
恒
富
に
宛
て
た
書
簡
（
昭
和
四
年
十
二
月
十
三
日
）
は
新
全

集
⑮
（
五
二
〇
～
五
二
一
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
中
断
に

つ
い
て
述
べ
た
小
倉
敬
二
宛
谷
崎
書
簡
（
昭
和
五
年
八
月
二
十
四
日
）

は
旧
全
集
㉕
（
一
〇
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 
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２ 

筒
井
大
助
宛
書
簡 

 

昭
和
五
年
二
月
二
十
四
日 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
二
枚
、
毛
筆
〕 

 

 

受
信 
県
下
飾
磨
郡
家
嶋 

家
嶋
小
学
校
内 

筒
井
大
助
様 

侍
史 

発
信 

武
庫
郡
本
山
村
岡
本 

谷
崎
潤
一
郎 

二
四
日 

 

 
 

〔
切
手
〕
三
銭
一
枚 

 
 

 

〔
消
印
〕
御
□ 

5
.2

.2
4

 

后2
-4

 
 

 

〔
備
考
〕
軸
装 

 

拝
啓 

御
地
滞
在
中
ハ
一
方
な
ら
ぬ
御
好
意
に
あ
つ
か
り
御
蔭
様
に
て
家
嶋
が

最
も
収
穫
多
く
御
芳
情
忝
く
存
じ
ま
す 
あ
れ
よ
り
室
に
二
泊
、
飾
磨

に
一
泊
昨
二
十
三
日
帰
宅
い
た
し
ま
し
た 

室
の
郵
便
局
長
さ
ん
ハ
是
亦
二
日
も
仕
事
を
休
ん
で
方
〻
案
内
し
下
さ

い
ま
し
た
、
当
方
よ
り
も
書
状
差
出
し
ま
し
た
が
御
つ
い
で
の
節
宜
敷

御
伝
へ
願
ひ
ま
す 

福
岡
氏
長
尾
氏
庭
山
氏
太
川
氏
皆
〻
様
へ
も
宜
敷
仰
つ
し
や
つ
て
下
さ

い 拙
歌
之
件
其
の
う
ち
何
と
か
工
夫
い
た
し
ま
す 

二
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
崎
潤
一
郎 

筒
井
大
助
様 

 
 

 
 

 

侍
史 

  

〔
注
〕 

家
嶋 

瀬
戸
内
海
東
部
の
播
磨
灘
に
位
置
す
る
島
。
か
つ
て
は
飾
磨

郡
家
島
町
に
属
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
兵
庫
県
姫
路

市
へ
編
入
合
併
さ
れ
た
。 

室 

兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
の
地
名
。
室
津
。
播
磨
灘
に
面
し
、
漁
港

が
あ
り
、
奈
良
時
代
は
播
磨
五
泊
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。 

  

３ 

筒
井
大
助
宛
書
簡 

昭
和
五
年
三
月
七
日
（
年
推
定
） 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
二
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 

県
下
飾
磨
郡
家
嶋 

家
嶋
小
学
校
内 

筒
井
大
助
様 

侍
史 

発
信 

武
庫
郡
本
山
村
岡
本 

谷
崎
潤
一
郎 

三
月
八
日 

 

 

〔
切
手
〕
剥
落 

 
 

 

〔
消
印
〕
無 

 

〔
備
考
〕
軸
装 

 

先
日
は
早
速
御
返
事
有
難
う
存
じ
ま
し
た 

さ
て
一
寸
御
尋
ね
い
た
し
ま
す
が
過
日
カ
ハ
ウ
ソ
が
魚
を
捕
へ
る
話
を

う
か
が
ひ
ま
し
た
が
、
カ
ハ
ウ
ソ
の
姿
を
現
は
す
の
は
一
年
中
の
い
つ

の
季
節
が
多
い
の
で
せ
う
か
、
時
刻
も
夜
と
か
朝
と
か
大
概
定
ま
つ
て

居
り
ま
せ
う
か
、
如
何
で
す
か
、
ア
シ
カ
も
い
つ
が
多
く
出
る
の
で
せ

う
か
、
右
至
急
御
知
ら
せ
下
さ
れ
バ
幸
甚
に
存
じ
ま
す 

今
度
の
小
説
に
ハ
家
嶋
を
大
い
に
書
く
つ
も
り
で
す 

福
岡
様
へ
よ
ろ
し
く 
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三
月
七
日 

 
 

谷
崎
潤
一
郎 

筒
井
大
助
様 

 
 

 
 

 
侍
史 

〔
注
〕 

 

今
度
の
小
説 
「
乱
菊
物
語
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』

昭
和
五
年
三
月
十
八
日
～
九
月
六
日
）
を
指
す
。 

  

解
説 

 

二
〇
一
六
年
八
月
、
筒
井
大
助
氏
の
ご
遺
族
か
ら
寄
託
さ
れ
た
。
書

簡
形
状
は
、
書
簡
二
通
（
原
稿
用
紙
計
四
枚
と
封
筒
二
通
）
が
軸
装
さ

れ
て
い
る
。
谷
崎
が
兵
庫
県
飾
磨
郡
家
嶋
（
現
・
兵
庫
県
姫
路
市
家
島

町
）
に
あ
る
家
嶋
小
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
筒
井
大
助
氏
に
宛
て
た
書

簡
で
あ
る
。 

昭
和
五
年
二
月
、
谷
崎
は
「
乱
菊
物
語
」
執
筆
に
際
し
、
舞
台
と
な

る
家
島
群
島
・
室
津
へ
取
材
旅
行
し
た
。
翌
三
月
か
ら
連
載
が
始
ま
り 

 

執
筆
を
続
け
る
中
、
八
月
十
八
日
に
谷
崎
は
千
代
と
離
婚
し
、
千
代
は

佐
藤
春
夫
と
結
婚
す
る
旨
を
記
し
た
離
婚
挨
拶
状
を
、
知
友
な
ど
に
発

送
し
た
。
翌
十
九
日
の
新
聞
各
紙
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、「
細
君
譲

渡
事
件
」
と
し
て
世
間
に
騒
が
れ
た
。
事
件
以
来
来
訪
者
が
多
く
、
落

ち
着
い
て
執
筆
出
来
な
く
な
り
、
意
気
込
ん
で
取
り
組
ん
だ
も
の
の
一

四
八
回
で
中
止
と
な
っ
た
。 

書
簡
の
中
で
谷
崎
は
、
ア
シ
カ
が
多
く
出
る
時
期
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
る
が
、「
乱
菊
物
語
」
に
、「「
あ
し
か
」
は
一
名
「
海
驢
」
と
も
呼

ば
れ
る
か
ら
、
手
つ
取
り
早
く
い
へ
ば
、
海
の
中
に
棲
む
驢
馬
で
あ
る
」

と
の
記
述
や
、「
海
鹿
と
馬
と
の
間
に
出
来
た
」
獣
（
海
鹿
馬
）
に
乗
っ

た
男
の
登
場
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。 

  

４ 

谷
崎
精
二
宛
書
簡 

昭
和
五
年
十
月
十
五
日 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
（
谷
崎
氏
用
箋
）
二
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 

東
京
市
牛
込
区
喜
久
井
町
二
十
一 

谷
崎
精
二
殿 

発
信 

神
戸
市
外
阪
急
沿
線
岡
本 

谷
崎
潤
一
郎  

十
月
十
五
日 

 

 

〔
切
手
〕
三
銭
一
枚 

〔
消
印
〕5

.1
0

.1
5

 

后2
- 4

 
 

 

〔
備
考
〕
軸
装 

 

鮎
子
の
事
早
速
あ
り
か
た
う 

 

入
れ
て
も
ら
へ
れ
バ
ま
こ
と
に
結
構
な
の
だ
が
、
実
は
こ
と
し
は
既
に

此
方
の
学
校
を
退
学
し
て
一
と
月
以
上
に
も
な
り
、
度

く
新
聞
な
ど

に
も
噂
さ
れ
て
当
人
も
気
を
く
さ
ら
せ
て
ゐ
る
の
で
い
つ
そ
来
年
の
三

月
ま
で
休
ま
せ
よ
う
か
と
思
つ
て
ゐ
る
、
そ
れ
で
来
年
そ
の
時
分
に
な

り
入
学
出
来
れ
バ
と
、
勝
手
な
が
ら
さ
う
思
ふ
の
だ
が
、
ど
う
だ
ら
う

か
？
と
に
か
く
今
の
う
ち
か
ら
頼
ん
で
お
い
て
も
ら
へ
れ
バ
大
変
あ
り

が
た
い
。 

小
生
先
日
一
寸
上
京
し
た
が
多
分
本
月
末
に
又
上
京
す
る
、
宿
は
小
石

川
佐
藤
方
の
つ
も
り
。
そ
の
時
知
ら
せ
る
か
ら
万
平
の
事
終
平
の
事
は

そ
の
時
詳
し
く
話
さ
う 

 

右
御
返
事
迄 

十
月
十
五
日 
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潤
一
郎 

精
二
殿 

  

〔
注
〕 

 

 

谷
崎
精
二 
谷
崎
の
次
弟
。
小
説
家
、
英
文
学
者
。
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ

ン
・
ポ
ー
の
翻
訳
者
。
早
稲
田
大
学
教
授
。 

鮎
子
の
事 

谷
崎
と
最
初
の
妻
千
代
の
娘
。
こ
の
書
簡
が
出
さ
れ
た

二
カ
月
前
の
八
月
に
生
じ
た
「
細
君
譲
渡
事
件
」（
書
簡
２
・
３
解

説
）
が
新
聞
記
事
に
な
り
、
世
間
を
騒
が
せ
た
こ
と
が
娘
の
鮎
子

に
弊
害
を
も
た
ら
し
た
。
鮎
子
が
在
籍
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
小

林
聖
心
女
子
学
院
か
ら
、
不
倫
な
家
庭
に
子
女
を
置
く
わ
け
に
い

か
な
い
、
退
学
す
る
か
寄
宿
舎
に
入
れ
る
か
と
通
告
さ
れ
た
。
小

林
聖
心
を
退
学
し
た
鮎
子
の
進
学
先
に
つ
い
て
、
谷
崎
は
東
京
に

住
む
精
二
や
鮎
子
の
元
の
担
任
に
、
東
京
の
成
女
女
学
校
に
編
入

で
き
る
よ
う
頼
ん
だ
。 

小
石
川
佐
藤
方 

佐
藤
春
夫
は
、
昭
和
二
年
三
月
に
小
石
川
区
関
口

町
二
〇
七
（
現
・
文
京
区
関
口
三
丁
目
）
に
新
築
の
家
を
建
て
て
居

住
し
て
い
た
。 

万
平
の
事
終
平
の
事 

万
平
は
谷
崎
の
母
関
の
弟
で
、
終
平
は
谷
崎

の
末
弟
。
事
業
の
失
敗
に
よ
り
谷
崎
家
の
生
活
が
困
窮
し
、
万
平

が
谷
崎
の
幼
い
妹
伊
勢
と
末
を
養
子
に
し
て
育
て
た
（
伊
勢
が
明

治
三
十
八
年
、
末
が
三
十
九
年
頃
。
小
谷
野
敦
「
谷
崎
潤
一
郎 

詳

細
年
譜
」）。
そ
の
恩
も
あ
り
、
万
平
か
ら
の
度
重
な
る
借
金
の
申

し
出
に
谷
崎
は
応
え
た
。 

 

 

解
説 

 

こ
の
書
簡
は
、
二
〇
二
五
年
八
月
に
谷
崎
の
ご
遺
族
髙
橋
百
百
子
氏

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
原
稿
用
紙
二
枚
と
封
筒
が
軸
装
さ
れ
て
い
る
。
書

簡
の
写
真
は
、
『
生
誕
一
〇
〇
年
記
念 

谷
崎
潤
一
郎
・
人
と
文
学
展
』

（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

書
簡
が
出
さ
れ
る
二
カ
月
前
の
八
月
、
前
述
の
「
細
君
譲
渡
事
件
」

に
よ
り
、
記
者
の
取
材
が
押
し
寄
せ
る
な
ど
騒
動
の
中
に
い
た
。
書
簡

に
娘
の
鮎
子
が
学
校
を
「
退
学
し
て
一
と
月
以
上
に
も
な
」
る
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
親
の
離
婚
騒
動
に
よ
り
退
学
し
た
も
の
の
、

「
度

く
新
聞
な
ど
に
も
噂
さ
れ
て
当
人
も
気
を
く
さ
ら
せ
て
ゐ
る
」

状
況
で
あ
っ
た
。
鮎
子
の
進
学
先
の
相
談
と
い
う
書
簡
の
内
容
か
ら
、

娘
の
鮎
子
を
千
代
と
春
夫
夫
妻
の
下
で
生
活
さ
せ
な
が
ら
も
、
進
学
先

な
ど
重
要
な
こ
と
を
手
配
す
る
谷
崎
の
姿
が
見
出
さ
れ
る
。 

叔
父
「
万
平
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
八
カ
月
前
の
精
二
宛
書
簡
（
昭

和
五
年
二
月
四
日
）
に
も
、「
ま
こ
と
に
気
の
毒
」
だ
が
大
き
な
家
（
岡

本
梅
ヶ
谷
の
家
）
を
普
請
し
た
借
金
や
経
費
が
か
さ
み
、「
今
の
と
こ
ろ
」

対
応
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
旧
全
集
㉕
一
〇
三
）。 

大
正
六
年
に
母
関
、
八
年
に
父
倉
五
郎
を
亡
く
し
た
谷
崎
は
、
長
男

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
弟
精
二
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
弟
妹
や
親
戚

の
世
話
を
し
続
け
た
。 

  ５ 

勝
呂
先
生
宛
書
簡 

昭
和
十
一
年
三
月
十
七
日
（
年
推
定
） 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
（
倚
松
庵
用
箋
）
一
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 
勝
呂
先
生 

使
者
持
参 
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発
信 

谷
崎
潤
一
郎 

十
七
日 

 
〔
切
手
〕
無 

 
 

〔
消
印
〕
無 

 

拝
啓 

茲
に
封
入
の
も
の
ハ
エ
ミ
ち
や
ん
の
便
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
虫
が
ゐ
る

か
ど
う
か
一
遍
御
検
査
を
願
ひ
度
存
ま
す 

時
〻
胃
が
痛
い

く
と
申

て
居
り
ま
す 

 

尚
小
生
ハ
ナ
カ
ゼ
が
こ
ぢ
れ
て
喘
息
の
や
う
に
の
ど
が
ゼ
イ

く
申
て

居
り
ま
す
熱
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
御
投
薬
願
度
此
の
使
の
者
に 

御
渡
し
願
ひ
ま
す 

近
頃
午
前
中
よ
り
夕
刻
ま
で
大
概
毎
日
甲
南
荘
へ
通
つ
て
居
り
ま
す
、

こ
ゝ
の
一
室
を
仕
事
部
屋
に
使
つ
て
居
り
ま
す
、
便
の
様
子
ハ
夕
刻
電

話
に
て
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す 

 

三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
崎
潤
一
郎 

勝
呂
先
生 

 
 

 
 

侍
史 

 

〔
注
〕 

 

勝
呂
先
生 

肛
門
科
の
医
師
。
兵
庫
県
西
宮
市
に
開
業
し
て
い
た
。 

エ
ミ
ち
や
ん 

三
度
目
の
妻
松
子
と
前
夫
根
津
清
太
郎
の
娘
恵
美
子
。

昭
和
二
十
二
年
に
谷
崎
家
の
次
女
と
し
て
入
籍
し
た
。「
細
雪
」
蒔

岡
幸
子
の
娘
悦
子
の
モ
デ
ル
。 

甲
南
荘 

阪
急
夙
川
駅
か
ら
北
へ
千
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
っ
た
、
三

階
建
て
の
洋
館
ア
パ
ー
ト
。
谷
崎
は
こ
こ
に
滞
在
し
、
執
筆
活
動

を
行
っ
た
。（
宮
崎
修
二
朗
「
甲
南
荘
跡
」『
文
学
の
旅
・
兵
庫
県
』）。

ま
た
、
片
岡
鉄
兵
や
大
岡
昇
平
、
千
葉
亀
雄
な
ど
も
居
住
し
た
と

い
う
。 

  

解
説 

 

二
〇
一
七
年
九
月
に
勝
呂
医
師
の
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。 

宛
て
名
に
あ
る
肛
門
科
医
師
「
勝
呂
先
生
」
は
、
松
子
の
古
い
知
人

で
、
谷
崎
も
昭
和
十
二
年
四
月
に
「
痔
瘻
を
や
み
て
勝
呂
病
院
入
院
」

し
、
手
術
し
た
（
谷
崎
松
子
「
主
お
も
む
ろ
に
語
る
の
記
」
新
全
集
㉖
）。 

封
筒
に
は
宛
名
と
「
使
者
持
参
」
と
あ
る
だ
け
で
年
未
詳
で
あ
る
が
、

倚
松
庵
用
箋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
用
紙
が
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
昭
和
七
年
二
月
以
降
で
あ
り
、
さ
ら
に
松
子
の
娘
恵
美

子
の
「
便
」
を
医
師
に
送
っ
て
い
る
点
か
ら
、
す
で
に
松
子
と
結
婚
し

生
活
を
共
に
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
、
打
出
の
家
で
祝
言
を
挙
げ
た

昭
和
十
年
一
月
以
降
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
書
簡
中
に
「
大
概
毎
日
甲
南
荘
に
通
つ
て
」
い
る
と
あ
る
。

「
甲
南
荘
」
に
つ
い
て
は
、
小
谷
野
敦
「
谷
崎
潤
一
郎 

詳
細
年
譜
」

に
和
気
律
次
郎
宛
谷
崎
書
簡
（
昭
和
十
一
年
一
月
三
十
日
）
が
紹
介
さ

れ
、「
『
改
造
』
の
小
説
を
書
く
た
め
甲
南
荘
へ
通
っ
て
い
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。「『
改
造
』
の
小
説
」
と
は
、「
猫
と
庄
造
と
二
人
の
お
ん
な
」

（『
改
造
』
昭
和
十
一
年
一
月
、
七
月
）
を
指
す
。
宮
崎
修
二
朗
『
文
学

の
旅
・
兵
庫
県
』
の
甲
南
荘
の
説
明
に
も
、「
谷
崎
氏
も
原
稿
執
筆
に
芦

屋
か
ら
通
つ
て
来
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本

書
簡
は
、
昭
和
十
一
年
三
月
、
芦
屋
「
打
出
の
家
」
時
代
の
も
の
と
推

定
す
る
。 
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６ 

嶋
川
信
子
宛
書
簡 

昭
和
二
十
一
年
五
月
七
日 

 
 

 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
五
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 
兵
庫
県
尼
崎
市
玄
番
北
ノ
町
三
〇 

布
谷
伊
光
様
方 

 
嶋
川
信
子
様 

（
速
達
） 

発
信 

京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
西
田
町
十
二 

 

戸
嶋
孚
雄
様
方 

谷
崎
潤
一
郎  

五
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔
切
手
〕
剥
落 

 
 

 

〔
消
印
〕2

1
 

（
切
手
剥
落
に
よ
り2

1

の
み
印
字
） 

 

拝
啓 

御
無
沙
汰
し
て
ゐ
ま
す
が
御
元
気
の
由
大
慶
に
存
じ
ま
す
、
御
寮
人
が
、

誤
解
の
な
い
や
う
に
一
度
私
か
ら
あ
な
た
に
直
接
説
明
せ
よ
と
の
事
な

の
で
此
手
紙
を
書
き
ま
す 

私
の
第
一
の
注
文
ハ
、
姉
妹
の
仲
が
睦
し
い
の
は
結
構
で
す
が
家
庭
に

深
く
立
ち
入
ら
れ
る
こ
と
が
い
や
な
の
で
す
、
戦
争
中
ハ
已
む
を
得
な

か
つ
た
と
し
て
、
此
の
機
会
に
、
そ
の
弊
害
を
除
く
た
め
一
日
も
早
く

あ
な
た
に
別
居
し
て
も
ら
ひ
た
い
の
で
す
、
そ
の
上
で
又
お
互
に
助
け

合
ふ
と
か
、
困
難
の
場
合
に
相
談
相
手
に
な
る
と
か
云
ふ
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
ま
す 

今
度
私
〔
た
ち
〕
は
重
子
さ
ん
も
ヱ
ミ
ち
や
ん
も
京
都
の
方
へ
移
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
勝
山
の
二
階
は
あ
の
ま
ゝ
借
り
て
置
き
、
時
〻
泊
り

に
行
く
つ
も
り
で
す
、
そ
れ
で
彼
処
■
は
松
田
夫
婦
に
で
も
留
守
番
を

し
て
も
ら
ひ
ま
す
が
、
あ
な
た
は
あ
の
家
と
関
係
を
切
つ
て
他
に
部
屋

借
り
■
し
て
下
さ
い
、
彼
処
は
何
処
ま
で
も
私
の
家
と
し
て
お
き
ま
す
、

先
づ
さ
う
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
ハ
ツ
キ
リ
区
別
し
た
い
の
で
す 

嶋
川
君
が
帰
還
し
た
ら
我
々
と
し
て
も
大
い
に
労
を
ね
ぎ
ら
ひ
温
い
手

を
さ
し
の
べ
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
が
、
し
か
し
さ
う
云
ふ
区
別
だ
け

ハ
守
つ
て
頂
き
た
い
の
で
す 

重
〔
子
〕
さ
ん
に
対
し
て
も
い
づ
れ
別
居
し
て
貰
ふ
や
う
に
な
る
と
思

ひ
ま
す
、
た
ゞ
重
子
さ
ん
に
ハ
私
と
し
て
も
今
の
御
寮
人
と
結
婚
し
た

時
か
ら
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
そ
の
恩
義
を
忘
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
、
又
渡
邊
さ
ん
と
結
婚
な
さ
る
時
、
私
が
無
理
に

す
ゝ
め
た
関
係
上
、
ど
う
し
て
も
此
の
御
夫
婦
を
幸
福
に
し
て
上
げ
る

責
任
が
あ
り
ま
す
、 

そ
れ
で
今
暫
く
、
渡
邊
さ
ん
が
重
子
さ
ん
を
引
取
ら
れ
る
だ
け
の
用
意

が
出
来
る
ま
で
、
お
預
か
り
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
、
依
て
先

づ
あ
な
た
か
ら
始
め
て
貰
ふ
の
で
す 

従
来
、
あ
な
た
や
嶋
川
君
が
御
寮
人
に
取
次
を
し
て
〔
小
生
の
知
ら
ぬ

う
ち
に
〕
物
品
の
買
売
や
金
の
融
通
な
ど
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
こ
れ
ハ
御
寮
人
の
方
が
悪
い
の
で
す
か
ら
あ
な
た
方
を
責
め
る
筋

ハ
あ
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
兎
角
弊
害
が
あ
り
ま
す
か
ら
今
後
は
た
と
ひ

御
寮
人
か
ら
話
が
あ
つ
て
も
是
非
断
る
や
う
に
し
て
下
さ
い
、
昨
日
も

お
春
ど
ん
が
■
■
■
夏
物
の
御
寮
人
向
き
衣
類
を
売
り
に
来
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
い
づ
れ
宗
像
さ
ん
や
あ
な
た
が
仲
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
思
ひ

ま
す
、
御
寮
人
も
見
れ
ば
ほ
し
く
な
り
ま
す
か
ら
、
今
回
だ
け
ハ
或
は

売
つ
て
頂
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
か
う
云
ふ
も
の
は
一
切
持
ち

込
ま
な
い
で
下
さ
い
、
た
と
ひ
米
、
味
噌
、
砂
糖
、
油
の
や
う
な
生
活

必
需
品
と
云
へ
ど
も
あ
な
た
の
手
を
経
て
購
入
す
る
こ
と
は
今
後
見
合

せ
る
や
う
に
御
寮
人
と
相
談
し
ま
し
た
、
薬
品
な
ど
も
直
接
購
入
す
る

や
う
連
絡
を
つ
け
ま
し
た
、
ど
う
し
て
も
あ
な
た
の
力
を
借
り
る
必
要
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が
起
つ
た
場
合
に
は
私
か
ら
改
め
て
御
願
ひ
し
ま
す 

青
谷
の
家
賃
取
立
な
ど
も
私
の
方
で
別
に
人
を
雇
ふ
こ
と
に
し
ま
し
た 

要
す
る
に
あ
な
た
が
既
に
他
家
に
縁
づ
か
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

拙
宅
の
家
事
に
は
絶
対
関
係
せ
ぬ
や
う
に
し
て
貰
ひ
た
い
の
で
す
、（
今

日
迄
の
こ
と
は
、
御
寮
人
が
妹
た
ち
に
余
り
事
を
任
せ
過
ぎ
た
の
で
か

う
な
つ
た
の
で
す
、
決
し
て
あ
な
た
が
悪
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
私

と
し
て
は
、
立
派
な
夫
の
あ
る
義
理
の
妹
に
家
事
を
頼
む
よ
り
は
寧
ろ

他
人
を
秘
書
に
雇
つ
て
そ
れ
に
や
ら
せ
た
方
が
気
持
が
よ
い
の
で
す 

そ
れ
か
ら
今
度
お
花
見
に
あ
な
た
を
除
外
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す 

戦
争
中
、
私
は
あ
な
た
を
生
命
の
危
険
か
ら
庇
護
す
る
や
う
に
、
嶋
川

君
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
、
そ
れ
で
私
は
熱
海
時
代
か
ら
度
〻
あ
な
た
を

呼
び
寄
せ
や
う
と
し
た
の
で
す
が
あ
な
た
は
時
〻
遊
び
に
来
ら
れ
る
だ

け
で
、
思
ひ
切
つ
て
魚
崎
を
引
揚
げ
て
ハ
来
ら
れ
ず
、
荷
物
も
送
つ
て

来
ら
れ
な
か
つ
た
、
そ
の
後
津
山
か
ら
勝
山
へ
一
家
が
疎
開
す
る
や
う

に
な
り
漸
く
あ
な
た
も
我
々
と
合
併
さ
れ
た
が
、
我
々
の
生
活
と
は
少

し
も
同
化
さ
れ
な
か
つ
た
、
あ
な
た
は
宗
像
さ
ん
の
や
う
な
我
々
に
は

縁
の
う
す
い
妙
な
食
客
ま
で
つ
れ
て
来
な
が
ら
、（
此
の
人
は
最
初
は
別

に
部
屋
借
り
す
る
と
か
、
女
中
代
り
に
働
く
と
か
云
ふ
振
れ
込
み
で
し

た
が
全
然
う
そ
で
し
た
）
始
終
宗
像
さ
ん
と
代
る

ぐ
神
戸
方
面
へ
遊

び
〔
に
〕
ば
か
り
行
つ
て
を
ら
れ
た
、
そ
し
て
田
舎
へ
戻
つ
て
来
れ
ば
、

旅
の
疲
れ
が
出
て
病
気
に
な
り
臥
て
ゐ
る
こ
と
が
多
か
つ
た
、
私
に
は

あ
な
た
が
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
神
戸
へ
ば
か
り
出
て
行
く
の
か
理
由
が

分
ら
ず
不
愉
快
で
あ
つ
た
、
私
〔
に
〕
は
あ
な
た
が
神
戸
方
面
で
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
ゐ
た
の
か
分
ら
な
い
、（
あ
な
た
は
御
寮
人
に
買
物
を
頼

ま
れ
た
の
だ
と
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
が
）
私
か
ら
見
れ
ば
御
寮
人
を
始

め
皆
が
じ
つ
と
田
舎
で
辛
抱
し
て
ゐ
る
の
に
あ
な
た
ゞ
け
勝
手
に
飛
び

歩
い
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
た
、
た
ま
に
勝
山
に
ゐ
る
時
で
も
、
前
述
の

如
く
疲
れ
て
臥
て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
重
子
さ
ん
や
ヱ
ミ
ち
や
ん

の
方
が
本
当
に
よ
く
手
助
け
に
な
つ
た
、
殊
に
重
子
さ
ん
は
黙
つ
て
、

何
も
云
は
な
い
で
、
実
に
よ
く
働
い
て
下
す
つ
た
、
妹
の
あ
な
た
が
何

も
し
な
い
の
で
、
世
間
体
が
悪
い
や
う
に
さ
へ
私
は
感
じ
た
、
当
時
私

は
あ
な
た
に
対
し
忠
告
し
よ
う
と
思
つ
た
こ
と
も
し
ば

く
で
す
が
、

戦
争
中
ハ
家
庭
内
の
平
和
を
保
つ
こ
と
が
第
一
と
考
へ
辛
抱
し
て
ゐ
ま

し
た
、
そ
し
て
終
戦
に
な
つ
て
か
ら
は
、
む
し
ろ
あ
な
た
に
出
て
頂
く

方
が
よ
い
と
考
へ
た
次
第
で
あ
り
ま
す 

そ
ん
な
訳
で
す
か
ら
、
今
度
は
私
が
留
守
番
が
す
る
番
だ
と
云
つ
て
、

あ
な
た
〔
の
〕
方
か
ら
進
ん
で
辞
退
さ
れ
る
く
ら
ゐ
が
当
然
だ
と
思
つ

た
の
で
あ
り
ま
す 

過
ぎ
去
つ
た
事
ハ
こ
れ
以
上
申
し
ま
す
ま
い
、
あ
な
た
が
他
家
の
人
間

で
あ
る
と
云
ふ
立
ち
場
を
取
つ
て
下
さ
れ
ば
、
何
も
云
ふ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
、 

何
卒
私
の
心
持
を
諒
解
し
て
下
さ
い 

 

五
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

潤
一
郎 

 

信
子
様 

 
〔
注
〕 

 
嶋
川
信
子 

妻
松
子
の
末
妹
（
四
女
）、
こ
い
さ
ん
。「
細
雪
」
の
四
女

妙
子
の
モ
デ
ル
。 

御
寮
人 
谷
崎
松
子
。 
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嶋
川
君 

信
子
の
夫
嶋
川
信
一
。
ゴ
ル
フ
の
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ
を
し
て
い

た
。
昭
和
十
九
年
四
月
四
日
に
姫
路
へ
入
営
し
た
（
鮎
子
宛
書
簡

集
二
一
三
）。 

渡
邊
さ
ん 
松
子
の
妹
重
子
（「
細
雪
」
三
女
雪
子
の
モ
デ
ル
）
の
夫
渡

辺
明
。「
細
雪
」
三
女
雪
子
と
見
合
い
し
結
婚
す
る
御
牧
実
の
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
。
二
人
は
昭
和
十
六
年
四
月
に
結
婚
。
明
は
昭
和
十

九
年
七
月
に
仕
事
の
た
め
北
海
道
に
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

重
子
は
谷
崎
ら
と
共
に
疎
開
し
た
。
明
は
旧
津
山
藩
主
松
平
康
民

の
三
男
で
、
津
山
に
兄
松
平
康
春
が
所
有
す
る
松
平
別
邸
「
愛
山

宕
々
庵
」
が
あ
り
、
疎
開
し
た
谷
崎
一
家
が
仮
住
ま
い
し
た
。 

お
春
ど
ん 

谷
崎
家
の
お
手
伝
い
を
勤
め
た
久
保
一
枝
の
こ
と
。
「
細

雪
」
蒔
岡
幸
子
宅
の
「
女
中
」
と
し
て
、
同
名
で
登
場
す
る
。
昭
和

十
年
か
ら
谷
崎
家
に
奉
公
し
、
十
六
年
に
辞
し
て
久
保
義
治
と
結

婚
。
義
治
は
復
員
後
、
谷
崎
か
ら
秘
書
的
な
業
務
を
任
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
京
都
に
古
書
店
を
開
業
し
た
際
は
、
谷
崎
に
「
春

琴
書
店
」（
の
ち
「
春
琴
堂
書
店
」）
と
名
付
け
て
も
ら
う
な
ど
、
谷

崎
家
と
の
交
流
は
生
涯
続
い
た
。 

宗
像
さ
ん 

信
子
の
友
人
。 

青
谷
の
家
賃
取
立 

現
・
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
青
谷
町
。
当
時
谷
崎
は
、

「
神
戸
の
借
家
三
軒
だ
け
助
か
り
（
中
略
）
借
家
人
を
追
立
て
引

移
ら
ん
か
」
と
考
え
た
こ
と
が
、
土
屋
計
左
右
宛
書
簡
（
昭
和
二

十
年
九
月
六
日
、
旧
全
集
㉕
二
九
九
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
借
家

を
所
持
し
、
貸
し
出
し
て
家
賃
収
入
を
得
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
家

は
、
「
外
人
向
き
の
家
作
」
で
、
「
或
る
ト
ル
コ
人
に
買
つ
て
貰
つ

た
」
と
い
う
。
そ
の
時
の
十
万
で
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
南

禅
寺
下
川
原
町
の
家
屋
を
譲
り
受
け
た
（「
三
つ
の
場
合
」）。 

魚
崎 

魚
崎
町
魚
崎
七
二
八
ノ
三
七
（
現
・
神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
中
町

四
丁
目
）
に
あ
っ
た
谷
崎
宅
。
反
高
林
の
家
（
現
・
倚
松
庵
）
を
、

昭
和
十
八
年
十
月
に
退
去
し
、
住
吉
川
を
挟
ん
で
東
岸
に
あ
る
魚

崎
の
借
家
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
谷
崎
は
熱

海
西
山
に
別
荘
を
購
入
し
、
こ
こ
で
「
細
雪
」
を
執
筆
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
魚
崎
の
家
に
ほ
と
ん
ど
住
ん
で
い
な
い
。 

津
山
か
ら
勝
山
へ
一
家
が
疎
開 

戦
局
の
悪
化
に
よ
り
、
谷
崎
は
昭
和

十
九
年
四
月
に
松
子
ら
を
熱
海
の
別
荘
に
疎
開
さ
せ
、
昭
和
二
十

年
五
月
に
熱
海
か
ら
魚
崎
の
自
宅
に
一
旦
戻
り
、
岡
山
県
津
山
市

へ
再
疎
開
し
、
松
平
別
邸
に
仮
住
ま
い
し
た
。
七
月
に
は
同
県
勝

山
町
小
野
は
る
方
へ
移
り
、
十
二
月
三
十
日
に
同
町
の
今
田
ツ
ネ

方
に
転
居
。
翌
二
十
一
年
の
五
月
に
家
族
で
京
都
に
移
住
し
た
後

も
、
八
月
に
避
暑
を
兼
ね
て
単
身
で
今
田
方
に
滞
在
し
執
筆
し
た
。 

 

 

解
説 

 

こ
の
書
簡
は
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
、
信
子
の
知
人
を
通
じ
て
寄

贈
さ
れ
た
。 

宛
名
と
な
っ
て
い
る
信
子
の
滞
在
先
、
尼
崎
市
玄
番
北
ノ
町
の
布
谷

伊
光
は
、
航
海
計
器
を
つ
く
る
布
谷
計
器
製
作
所
の
社
長
で
、
伊
光
の

妻
章
子
が
松
子
の
従
妹
と
い
う
親
戚
関
係
で
あ
っ
た
。
工
場
と
家
が
尼

崎
に
あ
り
、
戦
時
中
、
尼
崎
の
実
家
に
戻
っ
た
久
保
一
枝
が
、
布
谷
の

工
場
に
勤
め
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
（「
疎
開
日
記
」）。 

昭
和
二
十
年
六
月
十
四
日
（
年
推
定
）
の
久
保
一
枝
に
宛
て
た
谷
崎

の
書
簡
（
久
保
宛
書
簡
集
二
十
一
）
に
は
、「
昨
夜
布
谷
の
章
ち
や
ん
が

此
方
へ
逃
げ
て
来
」
た
と
あ
り
、
岡
山
に
避
難
し
て
来
た
こ
と
が
記
さ

れ
、「
津
山
も
今
は
章
ち
や
ん
の
子
供
二
人
、
こ
い
さ
ん
、
平
松
の
を
ば
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ち
や
ん
等
皆
や
つ
て
来
て
満
員
」
と
あ
る
。
そ
の
一
か
月
後
、
同
じ
く

一
枝
に
宛
て
た
書
簡
（
七
月
十
二
日
、
旧
全
集
㉕
二
九
二
）
で
、「
こ
い

さ
ん
と
布
谷
さ
ん
と
宗
像
さ
ん
と
で
何
と
か
ト
ラ
ッ
ク
を
都
合
し
て
魚

崎
の
家
の
荷
物
を
」
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、「
こ
い
さ
ん
は
ま
だ
魚

崎
に
残
つ
て
ゐ
」
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
。「
布
谷
さ
ん
」
と
は
伊
光
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。 

勝
山
で
終
戦
を
迎
え
た
後
、
谷
崎
は
十
月
二
十
一
日
に
布
谷
伊
光
と

共
に
尼
崎
へ
向
か
い
、
二
十
四
日
ま
で
同
家
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
戦
後

も
布
谷
家
と
の
親
し
い
親
戚
付
き
合
い
を
続
け
て
い
た
。 

差
出
人
住
所
を
見
る
と
「
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
西
田
町
十
二 

戸

嶋
孚
雄
様
方
」
と
な
っ
て
い
る
。
谷
崎
は
、
疎
開
先
の
勝
山
か
ら
昭
和

二
十
一
年
三
月
に
単
身
で
上
洛
し
、
京
都
の
旅
館
喜
志
元
に
身
を
寄
せ

た
。
四
月
二
十
七
日
に
喜
志
元
を
引
き
払
っ
て
か
ら
、
五
月
二
十
日
に

上
京
区
寺
町
通
今
出
川
の
中
塚
せ
い
方
に
間
借
り
す
る
ま
で
、
銀
閣
寺

終
点
付
近
に
あ
る
戸
嶋
方
の
二
階
を
借
り
て
住
ん
だ
。
こ
こ
は
、「
二
室

の
み
に
て
訪
客
を
通
す
座
敷
さ
へ
も
な
く
全
く
の
腰
掛
」
で
あ
る
と
、

川
端
康
成
宛
書
簡
（
同
年
五
月
七
日
、
旧
全
集
㉖
六
七
九
）
に
書
き
記

し
て
い
る
。 

同
じ
く
戸
嶋
方
か
ら
、
尼
崎
の
久
保
一
枝
に
宛
て
た
葉
書
（
昭
和
二

十
一
年
五
月
十
日
、
久
保
宛
書
簡
集
二
七
）
を
見
る
と
、「
布
谷
ま
で
行

か
う
と
思
つ
て
ゐ
る
の
で
す
が
こ
い
さ
ん
が
ま
だ
泊
つ
て
ゐ
る
ら
し
い

の
で
遠
慮
し
て
ゐ
ま
す
」
と
記
し
、
信
子
が
い
つ
頃
出
立
す
る
か
一
枝

に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
訪
問
す
る
布
谷
家
へ
の
気
遣
い
や
、
信
子
と

重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
心
情
が
見
出
さ
れ
よ
う
。 

  

７ 

廣
井
文
子
宛
書
簡 

昭
和
二
十
三
年
七
月
四
日 

〔
封
書
、
原
稿
用
紙
一
枚
、
毛
筆
〕 

 

受
信 

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
四
番
地 

話
社
（
住
所
印
）
方 

廣
井
文
子
様 

（
速
達
） 

発
信 

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原
町
五
十
二
番
地 

 

谷
崎
潤
一
郎
（
住
所
印
・
氏
名
印
） 

七
月
四
日 

 

 

〔
切
手
〕
一
円
二
十
銭
一
枚
、
四
円
一
枚 

 
 

 

〔
消
印
〕2

3
.7

 

〔
備
考
〕
受
信
の
住
所
（
東
京
都
～
話
社
）
ま
で
は
住
所
印
、
そ
れ
以

降
は
谷
崎
筆
。 

 

拝
復 

七
月
一
日
附
御
手
紙
拝
見
、
左
記
御
返
事
申
上
候 

御
申
越
之
「
富
美
子
の
足
」
は
小
生
気
に
入
ら
ぬ
作
品
に
付
こ
れ
ハ
御

断
り
致
候
、
そ
の
代
り
大
正
十
年
頃
一
度
朝
日
に
連
載
し
た
る
長
篇
に

て
「
肉
塊
」
と
申
す
も
の
有
之
、
こ
れ
ハ
余
り
世
間
に
流
布
し
て
居
ら

ず
、
わ
り
に
今
で
ハ
知
ら
ぬ
人
も
多
し
と
存
じ
候
、
此
の
う
ち
の
一
節

を
七
八
十
枚
抜
萃
し
て
矢
張
「
肉
塊
」
と
申
す
題
に
て
掲
載
致
度
、
富

美
子
よ
り
も
此
の
方
一
層
女
態
小
説
た
る
の
内
容
を
有
し
候 

 
 

原
稿
料
ハ
二
万
円
頂
戴
致
度
候
、
原
稿
ハ
旧
作
に
小
生
多
少
の
修
正
を

加
へ
た
る
も
の
を
東
京
に
居
る
書
生
に
持
た
せ
貴
社
に
御
届
け
可
致
、

そ
の
時
右
書
生
に
現
金
に
て
引
換
に
御
渡
し
被
下
べ
く
候 

右
之
通
り
に
て
如
何
に
候
哉
、
今
一
度
御
返
事
下
さ
れ
度
候 

 
 

七
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
崎
潤
一
郎 
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廣
井
文
子
様 

 

〔
注
〕 

 

「
富
美
子
の
足
」 

『
雄
弁
』（
大
正
八
年
六
月
～
七
月
）
に
発
表
。
美
術

学
校
生
の
宇
之
吉
が
遠
縁
の
隠
居
塚
越
に
頼
ま
れ
、
愛
妾
富
美
子

の
油
絵
を
描
き
、
病
状
が
悪
化
し
た
塚
越
に
代
わ
っ
て
美
し
い
足

を
愛
で
て
戯
れ
る
な
ど
、
フ
ッ
ト
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
描
い
た
作

品
。
な
お
、
自
選
全
集
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』（
中
央
公
論
社
、
昭

和
三
十
三
年
一
月
～
三
十
四
年
七
月
）
に
「
富
美
子
の
足
」
は
収

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
簡
で
「
気
に
入
ら
ぬ
作
品
」
と
い
う
谷
崎

の
言
と
合
致
す
る
。 

「
肉
塊
」 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
大
正
十
二
年
一
月
一
日
～
四
月
二
十

九
日
）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
（
同
～
五
月
一
日
）
に
発
表
。
映
画
ス

タ
ジ
オ
を
作
り
高
級
映
画
の
製
作
に
没
頭
す
る
吉
之
助
が
、
理
想

の
美
女
グ
ラ
ン
ド
レ
ン
を
人
魚
役
に
配
し
、
彼
女
の
肉
体
美
に
溺

れ
低
級
な
映
画
製
作
に
陥
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。 

  

８ 

廣
井
文
子
宛
書
簡 

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
一
日
（
年
推
定
） 

〔
封
筒
の
み
〕
毛
筆 

受
信 

中
央
区
銀
座
七
丁
目
四
番
地 

家
庭
社
方 

話
社 

 

廣
井
文
子
様 

根
津
清
治
持
参 

「
肉
塊
」
原
稿
在
中 

発
信 

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原
町
潺
湲
亭
（
住
所
印
） 

 

谷
崎
潤
一
郎 

七
月
十
一
日 

 

 

〔
切
手
〕
無 

 
 

 

〔
消
印
〕
無 

 

〔
備
考
〕
次
の
「
作
者
記
原
稿
」
と
「
名
刺
」
が
封
入
さ
れ
て
い
た
か
、

も
し
く
は
同
時
に
手
渡
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る 

 

【
作
者
記
原
稿
】
原
稿
用
紙
一
枚
、
毛
筆 

左
に
掲
げ
る
も
の
は
嘗
て
大
正
年
代
に
「
肉
塊
」
と
云
ふ
題
で
朝
日
新

聞
に
連
載
し
た
長
篇
小
説
中
の
一
情
景
で
あ
る
。
此
の
小
説
は
今
で
は

余
り
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
や
う
に
思
ふ
の
で
、
今
回
本
誌
の
乞
ふ
に
任
せ
、

そ
の
第
四
回
と
五
回
と
を
茲
に
抜
萃
す
る
こ
と
に
し
た
。（
作
者
記
） 

 

〔
注
〕 

 

作
者
記
原
稿 

出
版
社
に
届
け
ら
れ
た
「
肉
塊
」
再
録
（
抄
録
）
原
稿

に
、
同
封
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
作
者
記
」
自
筆
原
稿
。
新
全

集
⑳
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
依
頼
さ
れ
た
「
肉
塊
」
再
録

の
原
稿
は
封
筒
に
残
っ
て
い
な
い
。 

  

【
名
刺
】
印
刷
（
名
前
）、
毛
筆 

（
表
）
根
津
清
治
御
約
束
の
原
稿
持
参
致
候
ニ
付
金
子
此
者
に
御
渡
し

被
下
度
候 

 
 

 
 

 

谷 

崎 

潤 

一 

郎
（
印
刷
） 

話
社 

廣
井
文
子
様 

 

（
裏
）
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原
町
五
二
電
話
上
二
七
二
番 

（
印
刷
） 
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〔
注
〕 

 
根
津
清
治 

妻
松
子
と
前
夫
根
津
清
太
郎
の
長
男
。
書
簡
５
恵
美
子

の
兄
。
川
端
康
成
宛
の
書
簡
（
旧
全
集
㉖
六
八
〇
）
に
、「
使
は
根

津
清
治
と
申
す
親
戚
の
青
年
に
て
日
大
の
学
生
」（
昭
和
二
十
一
年

五
月
三
十
一
日
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
大
学
に
通
い
、
下
目
黒

に
住
ん
で
い
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
の
清
治
宛
谷
崎
書
簡
（
九

月
二
十
四
日
、
旧
全
集
㉕
三
五
二
）
の
宛
て
先
も
下
目
黒
で
、
書
簡

に
は
、
中
央
公
論
社
の
嶋
中
氏
に
面
会
し
、
京
都
に
送
金
し
た
か

確
認
す
る
よ
う
、
谷
崎
か
ら
の
指
示
が
示
さ
れ
て
い
る
。
京
都
在

住
の
谷
崎
に
依
頼
さ
れ
、
東
京
で
の
用
件
を
代
行
し
て
い
た
。 

  

９ 

廣
井
文
子
宛
書
簡 

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
二
日
（
年
推
定
） 

〔
葉
書
、
毛
筆
〕 

 

受
信 

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
四 

家
庭
社
方 

廣
井
文
子
様 

発
信 

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原
町
五
十
二
番
地 

 

谷
崎
潤
一
郎
（
印
刷
） 

 

〔
切
手
〕
二
円
一
枚 

 
 

 

〔
消
印
〕
左
京 

□3
.7

.1
3

 
 

〔
備
考
〕C

.C
.D

（C
P

）
印
有
り 

 

七
日
附
御
書
面
拝
見
致
候 

原
稿
す
で
に
持
参
致
さ
せ
候
ニ
付
御
受
取

被
下
度
候 

写
真
の
件
承
知
い
た
し
候 

 

七
月
十
二
日 

 

〔
注
〕 

写
真
の
件 

「
肉
塊
」
が
再
録
さ
れ
た
『
日
本
名
作
小
説 

第
一
集 

五
大
作
家
女
態
小
説
特
集
』
の
表
紙
裏
に
、「
執
筆
者
肖
影
」
と
し

て
谷
崎
、
里
見
弴
、
菊
池
寛
、
吉
川
英
治
、
石
川
達
三
の
顔
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

  

解
説 

 

 

二
〇
二
三
年
二
月
、
廣
井
文
子
氏
の
ご
親
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。 

廣
井
氏
は
、
谷
崎
に
原
稿
を
依
頼
し
て
き
た
話
社
（
家
庭
社
）
の
編

集
者
で
あ
る
。
話
社
お
よ
び
廣
井
氏
が
谷
崎
に
原
稿
を
依
頼
し
た
経
緯

は
管
見
の
限
り
不
明
で
あ
る
が
、
掲
載
誌
の
奥
付
を
見
る
と
、
編
集
兼

発
行
人
と
し
て
「
増
永
善
吉
」
の
名
が
あ
る
。
増
永
は
、
昭
和
十
四
年

に
鱒
書
房
、
三
十
三
年
に
郡
山
書
房
の
社
長
と
な
っ
た
出
版
人
で
、
刊

行
し
た
雑
誌
『
夫
婦
生
活
』
が
人
気
を
博
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
家

と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

「
肉
塊
」（
再
録
）
の
掲
載
誌
『
日
本
名
作
小
説 

第
一
集 

五
大
作

家
女
態
小
説
特
集
』（
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
発
行

所
が
「
家
庭
社
」
で
、
住
所
は
「
千
代
田
区
内
幸
町
二
ノ
三
（
幸
ビ
ル
）」

と
あ
り
、
書
簡
宛
て
先
の
住
所
と
は
異
な
る
。「
あ
と
が
き
」
を
見
る
と
、

「
最
近
別
冊
式
の
読
切
傑
作
小
説
特
集
が
流
行
」
し
て
い
る
が
「
力
作

揃
い
」
と
は
言
え
ず
、「
読
者
に
充
分
な
る
満
足
を
与
え
た
い
と
い
う
目

的
を
以
て
、
有
名
大
家
の
後
世
に
残
る
不
朽
の
名
作
の
み
を
集
め
て
「
名

作
小
説
」
と
し
て
」
世
に
出
し
た
と
廣
井
氏
が
述
べ
て
い
る
。
こ
の
趣

旨
に
賛
同
し
た
作
家
と
し
て
、
谷
崎
や
菊
池
寛
な
ど
五
名
の
名
を
挙
げ

て
い
る
。 
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「
話
社
」
は
、
文
藝
春
秋
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
総
合
読
物
雑
誌
『
話
』

（
昭
和
八
年
四
月
～
十
五
年
五
月
）
を
継
続
し
、
復
刊
さ
せ
て
い
る
。

本
誌
の
四
か
月
前
、
雑
誌
『
話
』
の
復
刊
と
し
て
、『
名
作
雑
誌
（
話 

復

刊
）』
第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
）
が
『
五
大
作
家
愛
艶
小

説
特
集
』
を
組
ん
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
寛
や
里
見
弴
な
ど
五
名

の
創
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
昨
秋
故

菊
池
寛
先
生
よ
り
（
中
略
）
雑
誌
『
話
』
の
発
行
権
を
譲
り
受
け
」、
菊

池
の
指
導
下
で
編
集
方
針
を
検
討
し
て
い
た
が
菊
池
の
逝
去
に
よ
り
、

「
実
話
雑
誌
と
し
て
の
『
話
』」
は
保
留
し
「
別
個
に
本
誌
を
企
画
」
し

刊
行
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
発
行
所
は
話
社
で
、
社
の
住
所
は
本
書

簡
の
宛
て
先
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
紙
（
裸
婦
像
）
や
奥
付
な

ど
、
形
態
が
『
女
態
小
説
特
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
「
肉
塊
」
の
挿
絵
は
、
新
聞
連
載
時
は
田
中
良
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は
佐
野
繁
次
郎
が
担
当
し
て
い
る
。
佐
野
は
小
出
楢
重
に

師
事
し
た
洋
画
家
で
、「
夏
菊
」（『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』

昭
和
九
年
八
月
四
日
～
九
月
八
日
）
や
、『
初
昔 
き
の
う
き
ょ
う
』（
創

元
社
、
昭
和
十
七
年
）
な
ど
の
谷
崎
作
品
の
挿
絵
や
装
丁
を
手
掛
け
て

い
る
。 

本
誌
の
挿
絵
を
見
る
と
、
裸
体
の
デ
ッ
サ
ン
が
大
き
く
描
か
れ
、『
女

態
小
説
特
集
』
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
画
の
筆
致
は
力
強
く
、
う
な

垂
れ
た
頭
が
裸
の
上
体
を
覆
っ
て
お
り
、
胸
な
ど
の
描
写
は
な
い
。
表

紙
絵
は
、
黒
田
清
輝
に
師
事
し
た
洋
画
家
田
辺
至
が
手
掛
け
た
裸
婦
像

で
胸
も
描
か
れ
て
お
り
、
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。 

  

な
お
、
本
資
料
８
・
９
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
話
社
と
の
一
連
の
遣

り
取
り
の
中
に
入
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
昭
和
二
十
三
年
の
も
の
と
推
定

す
る
。 

10

長
谷
川
清
三
郎
宛
書
簡 

昭
和
二
十
九
年
九
月
四
日
（
年
推
定
） 

 
 

 
 

 
 

〔
封
書
、
巻
紙
、
毛
筆
〕 

 

受
信 

長
谷
川
清
三
郎
様 

 

 

発
信 

京
都
市
左
京
区
下
鴨
泉
川
町
五
番
地
（
電
上
一
八
四
四
） 

谷
崎
潤
一
郎
（
住
所
印
・
氏
名
印
） 

九
月
四
日 

〔
切
手
〕
無 

 
 

 

〔
消
印
〕
無 

 

拝
啓 

戦
争
前
に
御
目
に
懸
候 

以
来
随
分
久
し
く
御
無
沙
汰
申
上
居
候
処 

御
高
齢
に
も
不
拘
お
元
気
に
て
御
暮
し
被
遊
候
趣
蔭
な
が
ら
御
喜
び
申

上
候 

さ
て
甚
だ
突
然
の
儀
に
ハ
候
へ
共
小
生
今
の
う
ち
に
自
分
の
幼
年
時
代

の
こ
と
祖
父
母
以
来
の
谷
崎
家
の
事
な
ど
を
出
来
る
限
り
書
き
留
め
て

置
き
度
と
存
じ
先
づ
何
よ
り
も
あ
な
た
様
に
昔
の
こ
と
を
話
し
て
頂
き

度
と
思
ひ
立
ち
候 

就
き
ま
し
て
ハ
小
生
自
身
参
上
の
う
へ
御
願
ひ
申

上
べ
き
筈
の
と
こ
ろ
老
来
ま
こ
と
に
意
気
地
な
く
相
成
遠
方
の
旅
行
な

ど
思
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
や
う
に
相
成
候
ニ
付
勝
手
な
が
ら
小
生
代
理
と
し

て
秘
書
小
瀧
穆
氏
参
上
致
候
ニ
付
御
引
見
の
上
何
分
宜
敷
御
願
申
上
候

尤
も
小
生
も
冬
は
熱
海
の
方
へ
毎
年
避
寒
仕
候
ニ
付
そ
の
時
分
体
の
工

合
の
宜
し
き
折
を
見
て
御
伺
ひ
致
度
と
存
し
居
候 

猶
詳
細
ハ
小
瀧
氏
よ
り
御
聞
取
り
被
下
度
気
候
不
順
の
折
柄
御
自
愛
祈

上
候 

九
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
崎
潤
一
郎 
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長
谷
川
清
三
郎
様 

 
 

 
 

 

侍
史 

 

〔
注
〕 

自
分
の
幼
年
時
代
の
こ
と
～
書
き
留
め
て
置
き
度 

「
幼
少
時
代
」
執

筆
に
際
し
、
谷
崎
は
親
戚
や
知
人
な
ど
に
谷
崎
家
の
こ
と
や
明
治

の
東
京
日
本
橋
に
関
す
る
こ
と
等
を
手
紙
で
質
問
す
る
な
ど
、
取

材
を
重
ね
て
執
筆
し
て
い
た
。 

秘
書
小
瀧
穆
氏 

中
央
公
論
社
の
小
瀧
穆
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
退

職
し
た
後
、
谷
崎
の
個
人
秘
書
を
勤
め
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
五

年
に
電
話
で
行
き
違
い
が
生
じ
、
交
際
は
途
絶
え
る
が
、
谷
崎
逝

去
（
昭
和
四
十
年
七
月
）
の
際
、
す
ぐ
に
駆
け
付
け
、
通
夜
か
ら
告

別
式
ま
で
の
裏
方
を
務
め
た
。 

  

解
説 

 

谷
崎
の
叔
父
（
母
関
の
弟
）
長
谷
川
清
三
郎
氏
に
宛
て
た
谷
崎
書
簡
。

二
〇
一
九
年
五
月
、
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。 

切
手
、
消
印
、
宛
て
先
も
な
い
こ
と
か
ら
、
人
づ
て
な
ど
手
渡
し
に

よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
差
出
人
住
所
は
、
京
都
下
鴨

「
潺
湲
亭
」（
昭
和
二
十
四
年
四
月
～
三
十
一
年
末
売
却
）
で
あ
る
。 

谷
崎
は
、
明
治
半
ば
に
東
京
の
下
町
で
過
ご
し
た
自
身
の
生
い
立
ち

か
ら
小
学
校
卒
業
頃
ま
で
を
回
想
し
た
「
幼
少
時
代
」（『
文
藝
春
秋
』

昭
和
三
十
年
四
月
～
三
十
一
年
三
月
）
を
発
表
し
た
。
執
筆
に
際
し
、

聞
き
取
り
取
材
を
行
っ
て
お
り
、
本
資
料
も
そ
の
取
材
を
お
願
い
す
る

書
簡
で
あ
る
。 

書
簡
は
年
未
詳
だ
が
、「
幼
少
時
代
」
の
掲
載
が
昭
和
三
十
年
四
月
に

始
ま
っ
て
お
り
、
書
簡
に
、「
先
づ
何
よ
り
も
あ
な
た
様
に
昔
の
こ
と
を

話
し
て
頂
き
度
と
思
ひ
立
ち
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
い
段
階
で
依

頼
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
思
ひ
立
ち
」
と
い
う
突
発
的
な
表
現
に
、

調
査
の
準
備
が
整
う
前
に
先
ず
「
書
き
出
し
た
当
時
に
は
八
十
一
歳
に

な
る
」（「
新
版
幼
少
時
代
序
」）
高
齢
の
叔
父
の
話
を
聞
こ
う
と
い
う
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
る
。 

昭
和
二
十
九
年
七
月
末
日
に
谷
崎
は
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
「
夢
の

浮
橋
」
を
脱
稿
し
、
大
業
を
終
え
一
息
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
一

カ
月
後
の
九
月
に
、
本
書
簡
を
叔
父
清
三
郎
氏
に
出
し
た
と
考
え
ら
れ
、

さ
ら
に
十
二
月
の
巌
谷
栄
二
宛
書
簡
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
、

旧
全
集
㉖
五
一
八
）
に
は
、「
今
度
「
幼
年
時
代
」
と
題
す
る
小
生
子
供

の
時
の
思
ひ
出
を
少
〻
長
く
書
く
つ
も
り
に
て
（
中
略
）
暫
く
お
貸
輿

被
下
度
貴
重
の
品
を
ま
こ
と
に
申
兼
候
」
と
の
言
が
あ
る
。
巌
谷
か
ら

『
少
年
世
界
』
や
『
太
陽
』
を
資
料
と
し
て
借
り
受
け
、
執
筆
の
準
備

を
進
め
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
は

「
幼
少
時
代
」
発
表
の
前
年
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
と
推
定
す
る
。 

   

※
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
千
葉
俊
二
先
生
か
ら

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 


